
【こんな状況だった】

学ぶ意義を実感できない。

課題解決までの全体像を
示した計画表を配布し、
振り返りを記入できるよ
うにした。

見通しを持つことと振り
返りを書くことで、意欲
的に取り組むことができ
るようになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

学びの航海図

【こんな状況だった】

全体に対して意見を求
めても意見が生まれて
こない。

「Think Pair Share」を
導入した。

自分の考えを持ち、ペア
で意見を共有し深めるプ
ロセスを作ることで、よ
り対話的な意見交換をす
ることができた。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

ふたりで話して、全体へ！

【こんな状況だった】

授業で子どもから生ま
れた「問い」に対して、
じっくり考えさせたい。

非同期で意見を共有でき
るように、オンライン上
に「対話の部屋」を作った。

授業時間外を使って、
他の人の意見を見たり
反応したりして、問い
を深めることができた。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

子どもの多様な参加を拓く

【こんな状況だった】

対話的な授業の展開に
ならない。

理解をする「聞く」だけ
でなく、会話を始める
ための「聴く」の指導
を行なった。

人の意見を「聞く」だけ
でなく、質問や反応をし
ながら「聴く」ことができ、
対話が展開されるように
なった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

「聴く」ではじめる対話的な授業

【こんな状況だった】

話し合いで意見がなかな
か出なかったり、論点が
ずれたりする。

話し合いの場面に「シッ
クス・ハット」の６つの
視点を導入した。

論点がずれることなく、
話すべき視点も定まり、
話し合いが進んだ。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

帽子をかぶって さあ話そう！

【こんな状況だった】

教師なしでは、話し合い
を進めることができない。

子ども自身がファシリ
テーターになれるように、
話し合いの流れやポイン
トを示した。

教師に頼らずに、子ども
たちだけで話し合いを進
めることができるように
なった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

みんなでファシリテーター

【こんな状況だった】

遠隔地の人たちと合同で
授業をしている実感がわ
かない。

バーチャル背景でオンラ
イン上に遠隔地ならでは
のリアリティを演出した。

遠隔地の人たちと共に学
んでいる実感を得られる
ようになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

バーチャル空間にリアリティを演出

【こんな状況だった】

子どもが振り返りで、
何を書けばいいのかが
分からない。

何が書けたら学んだと
するのか（到達基準）の
視点としてルーブリック
を示した。

子どもは、ルーブリック
観点（到達基準）で振り
返りを書くようになった。
優秀到達基準をめざす子
どもも出てきた。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

みんな振り返りマスター

【こんな状況だった】

示した課題に対して、
子どもがワクワクして
いない。

子どもの「本当に？」「え！」
「なぜ？」を引き出すきっ
かけとなる「仮の答え」を
示した。

子どもは「知りたい！」
の強い気持ちから、仮の
答えをてがかりに、自分
たちで調べ、理解を深め
るようになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

「？」は学ぶ原動力！

【こんな状況だった】

子どもからたくさんの
意見が出てきて、まと
まらない。

付箋紙の機能があるアプ
リと思考ツールを使って、
分類、整理した。

全体像を全体で共有でき
た。また子ども自身で意
見を追加、修正し、理解
を深めていけた。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

パッとみてハッとわかる

【こんな状況だった】

子どもがテーマに対して
関心が持てず、意欲が湧
かない。

授業で出てきた複数の問
いを軸として話し合いの
グループをつくり、自分
でグループを選択させた。

関心のあるテーマを選べ
たことから、積極的に意
見を出し合い、理解を深
めていくことができた。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

話し合いで深めたい「問い」を
自分で選択！

【こんな状況だった】
教師の問いかけに対して、
子どもが「自分ごと」と
して意見をなかなか出せ
ない。

自分の意見の立ち位置を
明確にさせるために、◯
か╳かのサインで一斉に
意思表示させた。

最初に自分の考えを示す
ことで、その立場から考
え、意見交流ができるよ
うになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

○×サインで意思表示
【こんな状況だった】
経験したことがない創作
活動（音楽制作、映像制
作など）のハードルが高
く、やろうとする気にな
れない。

一人一台端末で、子ど
もがすぐに、簡単に取
り組める創作アプリを
導入した。

経験したことがない創作
活動に対しても「できそ
う！」「できるかも」とや
る気が生まれ、取り組め
るようになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

一人ひとりがアーティスト

【こんな状況だった】

オンライン上では、発言
がしづらく、沈黙の時間
が多い。

お互いを知って、関わり、
共に笑いを共有できる
「遊び」の活動を導入に
実施した。

子どもは、遊ぶときのよ
うに反応したり、体で表
現したりするようにな
り、安心して発言できる
ようになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

「遊び」を通した関係づくり

【こんな状況だった】

授業についていけない子
どもや参加できない子ど
もが遅れをとってしまう。

クラウドにその日の授業
資料や宿題を入れておき、
いつでも学習や振り返り
ができるようにした。

子どもが自分のタイミン
グで学習や振り返りがで
きるようになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

クラウドでフォローアップ

【こんな状況だった】
説明になんでもかんでも
画面共有で見せていたら
「さっきのもう一度見せ
て」などの声が多く出て
授業が進まない。

画面共有で一斉に見せた
ほうがいいもの、一人一
台端末で各自見られたほ
うがいいものを分けるよ
うにした。

子どもは自分のペースで
見たい部分を確認しなが
ら、教師の説明を聞くこ
とができるようになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

なんでもかんでも画面共有NG

【こんな状況だった】
子どもは教室とは違って
学校生活に必要な情報が
どこにあるのか、何があ
るのか、オンライン上だ
と把握しきれない。

子どもが学校生活に必要
な時間割、資料、宿題な
どすべての情報を整理し
て、一つのページを作った。

子どもは、そのページを入
り口として、学校生活に
必要なすべての情報を手
に入れ、混乱なく授業に
参加できるようになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

一つの扉からどこへでも

【こんな状況だった】
ついつい教室にいる子ど
も同士だけで話してしま
い、その会話や発言を遠
隔地の子どもに届けられ
ていない。

一つの音声入力機器を
設置し、必ず発言する
ときにはその機器を手に
して話すようにルールを
作った。

教室での発言や会話を遠
隔地の子どもにも確実に
伝える意識を持てるよう
になった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

遠隔合同授業での「声のものさし」

【こんな状況だった】
遠隔地との協働学習の時、
時差や時間割の違いから非
同期型で行うことがあるが、
同期型と違って一緒にやっ
ている感覚を持ちにくい。

非同期型で協働学習を進め
る際には、子どもにコメン
トやフィードバック、感情を
示したスタンプなどで反応
や足跡を残すように促した。

お互いの存在を感じなが
ら、非同期型でも相談を
して、協働学習を進める
ことができた。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

非同期型の協働学習で足跡を残す

【こんな状況だった】
子どもに同時に共同作業
をさせたいが、時差や教
室に入れる人数制限の関
係で難しい。

共同編集アプリで同時に
作成させた。

子どもが時間や人数制限
に縛られず、お互いの進
捗状況を確かめ、相談し
ながら共同作業ができる
ようになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

授業の相互参照から
自分の授業づくりへ

【こんな状況だった】

オンラインでは机間指導
ができず、ノート指導も
やりづらい。

共同編集アプリを導入し、
オンライン上で子どもの
ノートを一覧で見えるよ
うにした。

教師は子どものノートを確
認しながら、適宜指導がで
きるようになった。また、
子どもは他のノートを参考
にするようになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

～みんなで見て学び合う～
オンラインで手書き

【こんな状況だった】
教師は、経験したことが
ない、やり方がわからな
ことに取り組むことに困
難や不安を感じ、動けな
くなることがある。

PMIQシートで、到達、課題、
関心、疑問の観点から経
験を振り返り、教訓を積
み重ねるようにした。

経験したことがない、や
り方がわからないことに
対しての不安が軽減され、
一歩ずつ行動できるよう
になった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

小さな積み重ねを一歩ずつ

【こんな状況だった】

教師が見せたいものを
子どもか見ているかわ
からず不安を感じる。

見せたい部分（話し手、
資料、動きなど）を全画
面に固定し、ペン機能で
示したりした。

子ども全員に的確に情報
を伝えることができ、子
どもも集中して話を聞け
るようになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

拡大＆ハイライトで共同注視

【こんな状況だった】
遠隔合同授業でずっと相
手とつながりっぱなしだ
と、相手のことが気に
なって目の前の課題に集
中できない。

授業中ずっと相手とつな
げるのではなく、発表や
意見交換など交流場面の
みオンラインでつなげる
ようにした。

発表や意見交換など、相
手を意識すべき時と自分
で考えを練り、思考を深
める時との切替ができる
ようになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

今オンライン
今オフライン

【こんな状況だった】
遠隔合同授業では、それ
ぞれの状況や環境が違う
ため学習のペースや指導
方法にずれが生じること
がある。

双方にとって無理のない
ペースや方法をスモール
ステップにし、モデル化
した。

双方の子どもは、ステッ
プごとに集団で成功体験
を積み重ね、学習を発展
させることができた。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

〇〇モデルで合意形成

【こんな状況だった】
ペアやグループワークで
も、教師を介して子ども
同士の情報のやりとりを
行なっていたため、時間
と手間がかかった。

子ども同士がオンライン
上で直接やりとりできる
しくみを授業に取り入れ
た。

子ども同士で、困ったと
きに自分たちで力を貸し
たり、借りたりできるよ
うになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

力をかしたり、かりたり

【こんな状況だった】
オンライン上での情報交
換で、意見が多すぎて、
どれを取り上げればいい
か判断するのに時間がか
かってしまう。

質問、ヘルプ、つぶやき
など色をかけて書き込み、
または付箋機能を使って
共有するルールをつくった。

子どもが出した多くの情
報の中から、取り上げる
べき内容を即座に把握し、
対応できるようになった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

共同編集で
ノートと意見の見える化

【こんな状況だった】

毎時の授業で振り返りの
時間を設けたいが時間と
手間がかかる。

非同期ツールを使って、
授業終了時に各自振り返
りを入力させ、その内容
を全員で閲覧できるよう
にした。

子どもの学習状況を把握
し、次の授業準備に活か
すことができるように
なった。

【だからこうした】

【その結果こうなった】

子どもの振り返りで
授業改善 /授業計画


